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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
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 その結果、1) 2MLN/B7は、末梢血単核球との接着率、細胞傷害活性が有意に増強された。2) 2MLN群では全
例にリンパ節転移を認めたが、2MLN/B7群では10例中2例にしかリンパ節転移は認めなかった。それらのリン
パ節転移重量も2MLNが362。1+183。7mgであったのに対し2MLN/B7では7。3+15。5 mgと有意に転移が抑制さ
れた。組織学的には2MLN/B7の胃壁腫瘍周囲に多数の単核球の存在を認め、それらのNK1。1による染色では陽
性に染まった。以上の結果より、胃癌細胞へのB7-1遺伝子導入は、NK細胞の接着を亢進させ強い抗腫瘍効果
を誘導することが明らかになった。 
 本論文は、B7-1を用いた遺伝子治療の可能性が示唆され、スキルス胃癌に対する新たなる治療法の開発に寄
与するものと考えられる。従って、本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
